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 Ciao tutti come va? こんにちはみなさん!元気ですか?今回は私の住むサルデーニャ島について紹介したいと

思います! 

初めのレポートでも書いたと思うのですが、サルデーニャ島へは飛行機で１時間ほどかけて行きます。船で行く方法

もあると思うので、船酔いしない人は船で行くのも楽しいかなと思います。 

サルデーニャの県庁所在地?のようなところは Cagliari（カリアリ）になります。カリアリは南の方なので暖かくいつも人

で賑わっています。ショッピングをする時などもカリアリに行ってショッピングをします。カリアリはとても海が綺麗な街です。サ

ルデーニャは海に囲まれている島でどこの海も透明感がありとても綺麗です。一度しか海には行ったことはないのですが

水が透明本当に綺麗でした。北の観光地（アルゲーロなど）にはまだ行ったことはないので行った時に紹介しますね。 

サルデーニャにはサルデーニャ独自の方言があります。それを Sardo（サルド）と言います。ホストおばあちゃんはよく

私にこのサルドを教えてくれます。少しサルドを紹介したいと思います。イタリア語で「みんな行こう」は andiamo（アン

ディアーモ）と言うのですがそれがサルドになると「アイヨー」と言います。全く違いますよね!また、イタリア語で「はい」は

si（スィ）ですが、サルドでは「エイヤ」になります。この場合のエイヤは「はいはい」のようなニュアンスで使われています。

他にもサルドは沢山あります。ホストおばあちゃんが私のホストマザーやファザーと話すときはいつもサルドで話すので何を

言っているのか理解できません。(ｰｰ;) サルドにはもちろん数字もあります。「uno due tre（ウノ ドゥエ トレ）」が「ウ

ノ ドズ トレズ」になります。本当に言葉って面白いなと思います。 サルデーニャ独特のものでいうと他には伝統

的なダンスがあります。名前は Ballo Sardo（バッロ サルド）と言います。私のホストシスターや友達はこのダンスを踊

っていて、たまに練習について行ったりしています。各地域それぞれに伝えられているもので地域によって踊り方や衣装が

違ったりします。男女が腕を組んで列になって踊るのですが、独特のステップなので前に挑戦した時は全然踊れません

でした(･_･;。 このように、サルデーニャには本島にはない別の魅力がたくさんあります!イタリアに来る際にはサルデ

ーニャにも是非みんなに訪れてほしいです! 

それでは今回はこの辺で ciao buona giornata! 

向陽生の留学先（国際性に富む人材育成事業で沖縄県から派遣されています。 約１０

ヶ月） 

U.S.A 8 名 

Argentina １名 

COSTA  RICA1 名 

Italy 1 名 


